
会 議 記 録 

令和元年度 版画学会 第二回運営委員会・定期総会 

日時 令和元年 12 月 7 日（土）1１：０0〜1３：３0（運営委員会） 

1３：３0〜1４：３0（定期総会） 

会場 町田市立国際版画美術館 会議室・講堂 

出席者 生嶋順理会長 平木美鶴事務局長  

運営委員： 23 名 

一般会員：88 名 名誉会員：０名 賛助会員：2 名 

※会員総数 385 名（半数 193 名）に伴い、出席および委任状 183 名  計 296 名 

【審議・報告事項】 

 

令和元年度 版画学会第二回運営委員会・定期総会において以下の事案が審議了承された 

 

1. 会長挨拶（生嶋順理会長 東京造形大学） 

 

2. 審議事項 

—学会事務局—（平木美鶴 徳島大学） 

2-1 新入、移動、退会、賛助会員の動向 

配布資料を基に新入会員、退会、名誉会員推薦、住所不明、住所変更の報告がなされた。 

新会員及び退会者、名誉会員は下記の通り承認された。 

新入会員（11 名）：馬場 晋作 関西ブロック（成安造形大学）、佐藤  真奈美  関東ブロック（筑波大学） 

    日髙 衣紅 関東ブロック（筑波大学）、瀬島 匠  関東ブロック（日本大学）、 

関 貴子 関東ブロック（日本大学）、佐川 美智子 関東ブロック（日本女子大学、その他） 

清水 雄 中部ブロック（上田市立美術館）、小笠原 正 中部ブロック（上田市立美術館）、 

竹上 妙 関東ブロック（和光大学）、安井海洋 中部ブロック（名古屋大学）、松岡恵子（個人） 

退会（6名）：栗田ふみか 渡辺満 伊藤槃特 伊藤尚子 安田豊 安川登志男 

名誉会員（2名）：河内成幸、渡辺達正 

2-2 令和２年度版画学会予算（案）について 

受賞者展部門を来年度開催しないため366,000円の削減したなどの予算案を了承した。 

2-3 運営委員および役員、専門委員会について 

次年度、運営委員の改選と会長改選がある。専門委員会では学会誌編集委員長に遠藤先生、担当校を京都市

立芸術大学の吉岡先生が担当する事になった。会計監査は改めて決定する。 

ホームページ担当は平垣内先生と三枝先生に続投をお願いする。 

2-4 アーカイブ事業進捗状況報告 

今年度で歴代受賞作品は撮影完了。デジタルデータ化の入力作業に入るが、ブロックで作業をして分けるな

どの作業分散化を考えていく。 

2-5 2021年度大学版画学会展開催について 

2021年12月から町田市立国際版画美術館が改修工事に入るため、その前の9月〜10月に時期をかえて版画展

を開催するまたは時期を変えないで他の場所で開催する。展覧会を休む。ブロック毎の版画展を開催するな



どの意見が出たが継続審議とした。 

2-6 受賞者展の今後について 

次年度以降の大学版画展受賞者展の開催について本来の目的と展覧会への関心が薄れている学生と担当教員

との温度差もある、受賞者はグループ展に消極的な学生も多く、卒業しているので連絡も難し場合もある。

今は学会誌に受賞者の作品を載せているので、一同に集める必要も薄くなって来ていることや担当校の負担

も考え、これまでの受賞者展は取りやめて新たな提案をこれから考えていく事になった。 

2-7 学会誌について 

大島成巳氏より配布資料を基に、今年度の学会誌の発行についてと 2020 年度の予算案や新しい編集委員会

体制について説明がなされた。また、本年度の補正予算申請として外部査読依頼にかかる謝礼として１件１

万円支払う事や査読体制についてルールやチェックについて説明がなされ承認された。 

2-8 来年度の夏期運営委員会・総会の日程について 

生嶋会長よりこれまでの夏季総会をメール会議としたい提案があった。総会としての議決が必要な場合の手

続き上の問題があるのでそれをクリアーする必要がある事や会則の見直しなどの意見が出されたのでその事

を踏まえながら進める事とした。 

2-9 その他 

2021 年に開催する「版画の行方展」について、倉地先生が委員長、高浜先生が副委員となり企画について提

案する事とした。 

 

3.報告事項 

3-1  全国大学版画展部門 第44回全国大学版画展報告（古谷博子 多摩美術大学） 

   古谷博子氏（多摩美術大学）より第44回全国大学版画展について配布資料を基に報告がなされた。 

     今年度から試みた展覧会初日と２日目の行事変更や優秀賞約30点は収蔵賞ではなく町田市立国際版画美術館

賞として学芸員が選ぶ10点が美術館に収蔵される事についての説明がなされた。 

   また、投票方法の説明がなされた。 

3-2 学生作品販売部門（清水美三子 女子美術大学） 

   清水美三子氏（女子美術大学）より学生作品販売部門について配布資料を基に報告がなされた。 

今年度は愛知県立芸術大学に中部以南の参加校の作品回収とナンバーリングを担当してもらったが問題な

く進める事ができた。 

3-3  受賞者展部門 第13回大学版画展受賞者展（八木なぎさ 女子美術短期大学） 

     八木なぎさ氏（女子美術短期大学）より第13回大学版画展受賞者展について配布資料を基に報告がなされ  

た。 

3-4  受賞者展部門（山形巡回）版画の断層7（若月公平 東北芸術工科大学） 

   中村桂子氏（東北芸術工科大学）より受賞者展（山形巡回）版画の断層7について配布資料を基に報告が 

なされた。 

3-5 その他 

     以 上 

 


